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概要
この文書は「UNISEC Space Takumi Conference for Practical Study on Problem Finding and Solving in Space Systems」に投稿する論文を作成するためのフォーマットについて説明するものである。このフォーマットは、UNISEC Space Takumi Journalのそれとほぼ同等である。最初のページ（ページが足りない場合には、必要なページ数）は論文タイトル、著者、所属、要旨、キーワード（および、必要な場合には記号表）のみを記載する、序論等、論文の本文は次ページ以降に記載する。作成した論文はPDFファイルに変換して、UNISEC Space Takumi Journalのホームページ(http://space-takumi.unisec.jp)にてアップロードする。論文作成に必要な情報はジャーナルに掲載されている。
Instructions for Preparation of Papers for UNISEC Space Takumi Conference
Takumi UCHUU1,*,†, Taro DAIGAKU2
1 Department of Aeronautics and Astronautics, University of Tokyo,
7-3-1 Hongo, Bunkyo-ku, Tokyo 113-8656, Japan
2 University Space Engineering Consortium,
2-3-2 Yayoi, Bunkyo-ku, Tokyo 113-0032, Japan
SUMMARY
This document provides instructions for preparing a paper of the UNISEC Space Takumi Conference for Practical Study on Problem Finding and Solving in Space Systems. The first one or several pages are reserved for the title of the paper, the authors, affiliation, the summary, and keywords. The nomenclature is also written in the first page if necessary. The introduction must begin at the top of the following page. The paper may be written using a software of choice of the authors, but it must be uploaded to UNISEC Space Takumi journal web site (http://space-takumi.unisec.jp) only in the Portable Document Format (PDF). All instructions can be found at the journal web site.
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1. はじめに
このファイルは、UNISEC Space Takumi Conference [1]の論文掲載用の原稿のフォーマットについて説明したものである。このフォーマットは、UNISEC Space Takumi Journal [2]のそれとほぼ同等である[3]。
原稿はPDFファイルに変換してUNISEC Space Takumi Journalに投稿する。その際、解像度は図が300dpi程度に印刷されるよう、設定する（例えば、Adobe Acrobat®でPDF化する場合であれば、「高品質印刷」かそれ以上のものを選択する）。
論文全体にわたって、フォントは、日本語はMS明朝、英語はTimes New Romanとする（数式を除く）。
2.
原稿サイズ
原稿には左右・上下ともに25mmの余白を設ける。ファイルサイズは20MB未満とし、これを超えない範囲であれば、ページ数に制限はない。
3.
ヘッダ、フッタ
ヘッダには論文名や著者名、ロゴ、ページ番号等が記入され、フッタにはコピーライトや掲載号等が記入されるが、記入はジャーナル事務局が行うので、著者自身は記入しないこと。
4.
タイトル、著者名、所属、キーワード
1ページ目には日本語タイトル、日本語著者名、日本語所属、英語タイトル、英語著者名、英語所属、英文概要、英語キーワードの順に記載する。これらが複数ページにわたる場合，それ以降は改ページを行う。また、記号表は必須ではないが、必要に応じて記載する。記号表を記載する場合には、英語キーワードの後に記載する。
タイトル行の前に行間50ポイントの1行を設け、二行目からタイトルを記入する。
4.1
タイトル
タイトルはセンタリングし、文字サイズは14ポイント、行間は18ポイントとし、段落後は14ポイントの間隔を設ける。フォントは太文字で、日本語はMSゴシック、英語はTimes New Romanとする。
4.2
著者名
著者名はセンタリングし、文字サイズは11ポイント、行間は16ポイントとする。著者名を記載したら改行し、次の所属行との間に行間14ポイントの行を、一行を設ける。
英語著者名は、名前・名字の順に記載し，名前（first name）は頭文字のみ大文字とし，名字（surname）は全て大文字とする。
著者名の直後に、所属に対応した上付き文字で1、2、3と英数字の番号を付す。また、脚注の*欄に応対著者の肩書を記載し（ならびに，UNISEC会員の場合には，"Member UNISEC"と記載），†の欄にe-mailアドレスを記載する。そして、応対著者には脚注からの引用として*ならびに†を上付き文字で付し、文字サイズは11ポイントとする（上付き文字にするので、実際には11ポイントよりも小さい文字となる）。
4.3
所属
所属名はセンタリングし、文字サイズは10ポイント、行間は14ポイントとする。所属を記載後，改行し，行間28ポイントの1行を設け，その次の行に4.4節で示す通りに概要を記載する．
所属欄には、所属先名と所属先住所を記載する。また、所属欄の先頭には、所属先に対応させて、1、2、3と番号を上付き文字の11ポイントで付す（上付き文字にするので、実際には11ポイントよりも小さい文字となる）。この番号と、著者欄の著者名直後に付した番号が対応するようにする。
4.4
概要（SUMMARY）
文字サイズは10ポイント、行間は14ポイントとする。
概要のタイトル行のみ中央揃えとし、「SUMMARY」と記載して改行し、次の行以降に両端揃えで概要の本文を記載する。
4.5
英語キーワード
文字サイズは10ポイント、行間は14ポイントとし、両端揃えでぶら下げを7文字とする。
キーワードは1つ以上5つ以下とし、キーワード間は ; で区切る。英語キーワードを記載し終わったら改ページを行う。
4.6
脚注
4.2節でも述べた通り、脚注には応対著者を示す脚注番号（*、†）が記載されている。*欄には「Corresponding author. 」と書いて、続けて、職名を英語で書く。そして、応対著者がUNISEC会員の場合には「Member UNISEC」と書く。†欄には「E-mail: 」と書いて、応対著者のe-mailアドレスを記す。なお、脚注は、文字サイズが9ポイント、行間が10ポイントに固定されているので、変更しないこと。
5.
記号表
記号表は特に必須ではないが，必要に応じて記載する．その場合には，英語キーワードの記載後、改ページを行ってから記号表を記載する。
記号表を記載する場合には、文字サイズは10ポイントとし、タブを4文字目に設定し、ぶら下げを6文字とする。
そして、タイトル行のみセンタリングし、「NOMENCLATURE」と記載して改行し、次の行以降に両端揃えで記号表の本文を記載する。
上述の例の通り、記号表では、まず、記号を記載し、次にタブを介して「=」を書き、さらにタブを介して記号の説明を書く。記号表を記載し終わったら改ページを行う。
記号表に記載する数式は、論文の本文中に記載する数式と同様、Times New RomanまたはEuclidのどちらか一方に統一して使用し、フォントサイズは10ポイントとする（詳しくはエラー! 参照元が見つかりません。章「数式」を参照のこと）。
6.
見出し
原則として、見出しは第三見出しまでとする。第一見出しは章に相当し、第二見出しは節に相当し、第三見出しは項に相当する。1章は改ページを行ってから記載する．
6.1
第一見出し（章）
第一見出し（章に相当）は、文字サイズは11ポイント、フォントは太文字で日本語がMS明朝、英語がTimes New Roman、行間は14ポイントとする。そして、段落前に28ポイント、段落後に10ポイントの間隔を設ける。
6.2
第二見出し（節）
第二見出し（節に相当）は、文字サイズは10ポイント、フォントは太文字で日本語がMS明朝、英語がTimes New Roman、行間は14ポイントとする。そして、段落前に10ポイント、段落後に5ポイントの間隔を設ける。
6.2.1
第三見出し（項）
第三見出し（節に相当）は、文字サイズは10ポイント、フォントは太文字で日本語がMS明朝、英語がTimes New Roman、行間は14ポイントとする。
7.
本文
本文は、文字サイズを10ポイント、行間は14ポイント、字下げを4.2mmとし、両端揃えとする。
本文中に式を挿入する際、式の高さが大きすぎると、行間14ポイントでは足りず、上下の行と重なる部分ができる可能性があるので注意すること。すなわち、14ポイントの行間に収まるよう、式の表現を工夫し、14ポイント以上の行間を必要とする式は挿入しないようにする。
8.
図
図には解像度が300dpi以上の画像を使用し、行内に挿入する。図はセンタリングし、行間は1行、段落前に20ポイントの間隔を設ける。図をMS WORD内で描画する場合には、図の上の行と図との間に20ポイントの間隔を設けること。
図の次の行にキャプション行を設け、図1のように、「図○」と通し番号をつける。キャプション行は、文字サイズは10ポイント、フォントは太文字、行間は14ポイントとし、左右に15mmずつのインデントを設け、ぶらさげは10mmとする。そして、段落前に5ポイント、段落後に20ポイントの間隔を設ける。一つのキャプションで複数の図を対応させる場合、図１(a)、(b)というように、(a)、(b)、…と順番付を行う。
全ての図は必ず本文中で引用し、図は本文中での適切な行に配置する。引用する際には、図1といった形で引用する。
なお、図のタイトルが長くなって改行される場合は下図のようにキャプションを表で埋め込む。ただし、表の幅は適宜調整し、表の枠は「なし」とする。
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9.
表
表の上の行にキャプション行を設け、表1のように、「表○」と通し番号をつける。キャプション行の文字サイズは10ポイント、フォントは太文字、行間は14ポイントとし、左右に15mmずつのインデントを設け、ぶらさげは10mmとする。そして、段落前に20ポイント、段落後に5ポイントの間隔を設ける。
表を画像として挿入する場合には、解像度が300dpi以上の画像を使用し、行内に挿入する。表はセンタリングし、行間は1行、段落後に20ポイントの間隔を設ける。
表をMS WORDの表作成機能を用いて挿入する場合、表の下の本文行との間に1行挿入し、行間を20ポイントとする。
全ての表は必ず本文中で引用し、表は本文中の適切な行に配置する。引用する際には表1、といった形で引用する。
表1
サンプル表
	Mode number
	1
	2
	3

	(1,1)
	401
	397
	861

	(1,2)
	470
	15
	6

	(2,1)
	9
	935
	265

	(2,2)
	44
	981
	765


10.
数式
数式は表を用いて挿入し、数式と数式番号の枠幅はそれぞれ150mm、10mmに設定し、高さは数式に応じて変更する。数式は枠内のセンターに配置し、番号は右揃えとする。
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(1)式の通り、数式にはカッコ付きの通し番号を付ける。数式のフォントは(1)、(2)式のようにTimes New Roman（ギリシャ文字の場合はSymbol）とするか、または(3)、(4)式のようにEuclid（ギリシャ文字の場合はEuclid Symbol）とするかのどちらか一方に統一して使用し、フォントサイズは10ポイントとする。
数式を本文中で引用する場合には、(1)式、というように引用する。
11.
参考文献のフォーマット
全ての参考文献は論文の最後にまとめて記載し、参考文献というタイトル行をつける。参考文献タイトルはセンタリングし、文字サイズは11ポイント、フォントは太文字、行間は16ポイントとし、段落前に28ポイント、段落後に10ポイントの間隔を設ける。
また、参考文献のフォーマットは、このファイルの最後の参考文献の記載例を参照すること。特に、参照ページについては、単ページであればp.5のように、複数に亘るページであればpp.31-52のように、そして、CD-ROM Proceedingsのように、ページ番号が振られていないものについては、ページ数をpp.6のように記載する。その際、文字サイズは10ポイント、左インデントは7mm、行間は14ポイント、ぶら下げは3mmに設定する。
参考文献はカギカッコ付きで番号付けをし、本文中で参照する場合には[3]というようにカギカッコ付きの論文番号で参照する（上付き文字にはせず、本文中に挿入する）。あるいは、「文献0に示す通り、・・・」というように参照する。
12.
おわりに
論文は適切なフォーマットで、ジャーナルのウェブサイトにて投稿されなければならない。投稿する際にはPDFファイルに変換する必要がある。
付録
付録を記載する場合には、まず、付録というタイトルをつける。付録タイトル行は、文字サイズは11ポイント、フォントは太文字、行間は16ポイントとし、段落前に28ポイント、段落後に10ポイントの間隔を設ける。
付録の本文は、論文の本文と同様、文字サイズを10ポイント、行間は14ポイント、字下げを4.2mmとし、両端揃えとする。
付録は謝辞の前に記載する。
謝辞
謝辞を記載する場合には、まず、謝辞というタイトルをつける。謝辞タイトル行は、文字サイズは11ポイント、フォントは太文字、行間は16ポイントとし、段落前に28ポイント、段落後に10ポイントの間隔を設ける。
謝辞の本文は、論文の本文と同様、文字サイズを10ポイント、行間は14ポイント、字下げを4.2mmとし、両端揃えとする。
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